
はじめに

　人が生きていく中で自分を知るということは人
生を豊かにする、という考えは、私が児童養護施
設で育ち現在までの経験から得た考えである。
　知ることは自分の歴史を、自らの育った環境に
ついて自分なりの答えを持たせることから始めら
れはしないだろうか。それには現在の自分の状況
について知り、理解することから始まるのではな
いか。
　児童養護施設で育っている子どもたちはどのよ
うに自分というものを知り、考え、理解している
のだろうか。また自らが育つ環境である児童養護
施設というものを、どのように捉えているのだろ
うか。
　私は自分の歴史、つまり自分にとっての児童養
護施設というものと向き合い、自分の歴史の舞台
である児童養護施設は社会的なシステムではなく
そこで出会った人々によって構成されている、と
捉えていると気づいた。
　しかし当時の私は生活を共にする人をどう捉え
ているのか。自分は生活を共にする人にどう捉え
られているのかについて自分の答えを持っていな
かった。
　施設であり、家である。それを知り、職員とい
う存在の曖昧さを感じながら生活してきたように
思う。一方、職員が自分のことをどのように捉え
ているのか、また職員にどのような理想像を持た
れているのかもあやふやであった。
　しかし今では職員も自身が子どもにどう捉えら
れているのか、また子どもにどのような理想像を
持たれているのか分からず悩み、児童養護施設の

子どもにとっての自身の存在についても悩み、他
にも多くの悩みを持っていることを知った。
　それでも私は、それでも職員には自信を持って
胸を張っていてほしかった。もしかすると職員も
そう思っていたのだろうか。
　これらの経験や考えから、児童養護施設の子ど
もと職員双方は、お互いの思いをより知りあうこ
とから始めることが必要なのではないかと考え
た。
　また児童養護施設という場においては、子ども
を支援する職員がその存在について自分なりの答
えを持ち、相手の考えや思いを更に知ることに
よってより良質な支援を子どもに提供できると考
えたためでもある。

先行研究の検討

　先行研究では職員を対象とした調査は児童養護
施設での「仕事」に対しての調査及び研究は多く
見られたが、子どもと職員の存在の捉え方につい
て取り上げたものは数少なく、また生活と仕事と
いう子どもと職員の差がある中でのお互いの存在
の捉え方についての調査及び研究は見られなかっ
た。
　また、児童養護施設における子どもと職員の関
係性について当事者の声が重要だという認識はあ
り調査の数は多くないながらも見受けられたが、
インタビューや自由記述アンケートをもとにした
調査が大部分であった。また、お互いの存在の捉
え方を図る尺度の作成やそれに基づいた数量的研
究を行った調査は確認できなかった。
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研究目的

　本研究では、児童養護施設における子どもと職
員の存在の捉え方について特に不足していると思
われる、現在施設に在所中の子どもが捉えてい
る職員の存在について明らかにすることを目的と
し、探索的に尺度の作成および数量的研究を行う。
　これは子どもと職員が相互に存在の捉え方を知
ることが、自分なりの相手の存在についての答え
を見つけ、自信を持ち、自分の歴史を肯定的に捉
えるための第一歩となり、自らの人生を豊かにす
るという考えに基づく。そして特に児童養護施設
では職員が相手（子ども）を知るということが、
子どもへの支援の質の向上に繋がると考えるから
である。

研究方法

　フォーカスグループインタビュー調査を行い、
その結果からアンケート票を作成、アンケート調
査を行い、その結果を分析した。これは職員の存
在の捉え方と子どもの存在の捉え方の違いを明ら
かにし、双方向的な分析を行うことを重要視した
ためである。
　またインタビュー対象者は現職職員、アンケー
ト調査対象は現在児童養護施設で生活する子ども
であり、事前に倫理的配慮について同意をいただ
いている。調査結果の分析法は単純集計、因子分
析、クラスタ分析の 3 つの分析方法を使用して
行う。

調査票作成に向けた
フォーカスグループインタビューの結果

インタビュー内容

①自分は児童養護施設の子どもにとってどのよう
な存在か。

②自分は児童養護施設の子どもの中でどのような
存在でありたいと思うか。

③自分にとって児童養護施設の子どもはどのよう
な存在か。

④自分の中で児童養護施設の子どもはどのような
存在であってほしいか。

⑤どのような関係をもった働き方をしたら、双方
に良い存在であることができるか。

インタビューの結果

分析の方法
　インタビュー内容から逐語録を作成し、ＫＪ法
を参考にカードを作成した。そのカードの持つ
“ 要素 ” に注目し、カードを “ 要素 ” ごとにグルー
ピングし、表札を付け、空間配置を行った。それ
を図式化したものが以下の図 1 ～ 5 である。図 6
は図 1 ～ 5 を総合して整理したものである。
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　以上のインタビューから得られた疑問、立てら
れた推測と、個人的体験から生じた疑問等から
29 の質問項目を作成した。
　また職員の語りから得られた要素で最も多くの
声に見られた “ 肯定的な存在 ” という要素につい
て子どもの捉え方を特に確認したいと考えた。そ
こで子どもが最も肯定的に捉えている職員とそう
でない職員の差異について調査するために職員①

「あなたが一番信頼できる職員」、職員②「職員①
で思い浮かべた職員以外の職員」をそれぞれ一人
ずつ思い浮かべて回答を依頼した。（アンケート
1）また、子どもの声を自由な言葉で聞き取るた

めに自由記述欄を設け、最後に子ども本人の属性
を記入する欄を設けた。（アンケート 2）

－ 117 －



－ 118 －



－ 119 －



－ 120 －



アンケート調査及び統計解析

回答者の基本属性

年齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在所年数

性別
　回答者の性別は男性が 36 人、女性が 34 人であった。

施設の職員全体に対して線引きしているか　　　　　　　自分のいる施設のことが好きか

２．回答の単純集計の結果

職員①「あなたが一番信頼できる職員」職員②「職員①で思い浮かべた職員以外の職員」についての基
本属性
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出会ってからの時間について

性別

立場
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3．因子分析

因子分析の結果

　分析の結果抽出された 4つの因子を、それぞ

れを構成する質問項目から名付けた。

　それぞれの因子名は第 1因子が「信頼感」、

第 2因子が「被コントロール感」、第 3因子が「要

望」、第 4因子が「責任」と名付けた。

　今回のアンケート調査では、子どもたちはこ

れら 4つの因子によって職員の捉え方に差をつ

けていることが明らかになった。

パターン行列ａ
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4．クラスタ分析
　クラスタ分析の結果、回答者は 4 つのクラスタに分類された。

各クラスタにおける因子の職員①「あなたが一番信頼できる職員」と職員②「職員①で思い浮かべた職
員以外の職員」の差に関する分析

確認できた他の要素との関係 

　「私は施設の職員全体に対して線引きをして

いる」と「私のいる施設のことが好きだ」とい

う二つの質問項目の回答結果との関係について

一元配置の分散分析を行ったところ、それぞれ

第 2クラスタと第 4クラスタに関して特徴が見

られた。
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　因子分析の結果、子どもは「信頼感」「被コ

ントロール感」「要望」「責任」という因子に注

目して捉え方を異ならせていることが明らかに

なった。

　また各クラスタと因子や基本属性との相関関

係を確認できたことで、子どもによる職員の捉

えには傾向があることが明らかになった。この

ことから今回の調査で明らかになった因子以外

にも何らかの要素によって職員の捉え方を異な

らせているのではないかという更なる推測もで

きる。

子どもと職員がお互いの存在を捉えることが
もたらすもの
　　～自己実現のためのツールの 1つとして～

子どもと職員の視点における共通点と相違点

１．職員の視点
　本研究で行った職員へのインタビューの結果
分かったことは、職員は子どもも自分も “ 肯定
的な存在 ” として捉え、また “ 肯定的な存在 ”
という理想像を持っているということであっ
た。そして職員が相手（子ども）と自分の存在
を捉える際には、非常に多くの要素に影響され

ているということも明らかになった。
２．子どもと職員に共通する視点
　その後の子どもへの調査の結果、相手の存在
を “ 肯定的な存在 ” として捉えている点や、“ 自
分のことを受け入れてほしい ” と思っている点
などが職員と子どもに共通していることが明ら
かになった。
３．子どもと職員で異なる視点
　しかし「子どもは自分や相手の年齢、過ごし
た時間によって、職員それぞれへの対応を変化
させている」「施設のシステムが子ども職員の
捉えに影響している」という職員の予想は今回
の子どもへの研究結果とは合致しなかった。ま
た子どもが職員の存在を捉えるには、職員の言
動やそこから感じ取る気持ちを特に重要視して
いることがアンケート結果を因子分析した結果
から明らかになったが、子どもは個人的状況
や施設の状況よっては存在の捉え方が変化しな
かったように視点を異ならせている点も確認で
きた。
４．視点の違いが生まれている理由
　これは調査方法が異なることや調査方法の未
熟さ、子ども自身が気づいていないことなどが
要因かもしれないが、その一方で子どもと職員
は異なる視点で自分と職員の存在を捉えている
という仮説が立てられるのではないだろうか。
そしてこの説は、児童養護施設という場が占め
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る大きさは子どもと職員で大きく異なることに
起因しているのではないだろうかと考える。生
活の場と仕事の場という違いが、子どもと職員
が自分と相手の存在を捉えようとするときに共
通して持っている視点とそうでない視点を生ん
でいるのではないだろうか。
５．それぞれの視点の活用法
　お互いについてより理解を深めることで、両
者にとって良い関係が存在するための方法の一
つとできることではないだろうかと考える。ま
た、困難を多く抱える子どもと多くの視点を持
つ大人が同時に存在する児童養護施設という場
では、子どもの視点について職員が理解をする
ことが子どもへの支援の質の向上に繋がるので
はないだろうか。

子どもと職員それぞれの立場に基づいた視点とそ
の価値のありか

　今施設で暮らしている子ども、職員、当事者に
はそれぞれ固有の視点があるだろう。もちろん、
それぞれがお互いのことを完全に分かりきること
は到底不可能だろう。しかし、分かろうとし、近
づこうとすることには大きな意味があるだろう。
　そして児童養護施設という、関係が曖昧になり
がちな場では、施設に関わる人々がお互いの視点
や思いを持ち寄り尊重し合うことで、その立場固
有の視点や思いの価値をより高めることができる
のではないかと考える。
　また児童養護施設では職員が子どもの視点や思
いの価値を高めることは、子どもに与えられる支
援の質の向上に繋がるだろう。
　個人という視点では、「人生」という個人にとっ
て最も長い視点から児童養護施設の子どもと職員
の関係性について考えた時に、他人の視点や思い
の価値が最も高くなるのではないだろうか。
　自分と向き合い、自分の歴史に自分なりの答え
を持たせることで人生を豊かにする。
　その時には自分だけでなく他の存在の思いや視

点を知り、認めることが必要になるのではないだ
ろうか。

子どもと職員が お互いを知るためのツールの重
要性

　今回の分析の結果から、子どもには職員の存在
を捉える際に重要視する因子や捉え方に傾向が存
在することが明らかになったといえる。
　しかし傾向の存在が明らかになったとはいえ、
子どもや職員の思いや視点はもちろん 1 人 1 人
異なっているだろう。その異なりの中では、数量
的な研究はどのように活かせるのだろうか。
　私は、児童養護施設という場ではやはり子ども
と職員個人の存在についての捉え方、固有の思い
や視点が最も価値があるのではないかと思う。し
かし、その捉え方や思い、視点が価値を持つには
他人の思いや視点を知り、認めるという長いプロ
セスが必要になる。そしてそのプロセスの中では
大きなエネルギーが必要になるが、子どもも職員
もこの長い道のりを様々な悩みと共に歩んでいる
のが現状ではないだろうか。
　このように自分や相手の存在を自分なりに捉え
ることを求めた場合、数量的研究によって作成さ
れた尺度や自分や相手が所属する立場についての
傾向を参考にすることは有効な手段でないだろう
か。

４. 本研究の成果と今後の課題

　研究を探索的に行ったこともあり、本研究では
子どもによる職員の存在の捉え方に与えている影
響について、4 つの因子やいくつかの個人的基本
属性が限定的状況下で影響を与えていることまで
しか明らかにできなかった。そのため、本研究で
は明らかにできなかった存在の捉え方に影響を与
えるものについて本研究で得られた結果を検証し
つつ、さらに発展させていくことが今後の課題で
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あると思われる。また本研究では取り組むことの
なかった退所した児童による職員の存在の捉え方
や、職員による子どもの捉え方についての尺度の
形成や数量的な研究も求められるのではないだろ
うか。
　そして今後は特に「人生」という個人では最も
長い視点に注目して研究に取り組みたいと思う。
それは「人生」という視点を持ち注目することが、
児童養護施設という場を単なる福祉施設ではなく
そこに関わる人の人生の大きな一部として捉える
ことを可能にすると本研究を通して考たからであ
る。
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